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溶 銃 の

松　　下　　幸　　雄

　溶鑛櫨から吐きだされた約1，400

℃の溶銑は，どのように運照Lてt’
ら鍋枷こさtLるのだろうか・こtv　「L

はmavaと冶金技聯・みごと｝．こ励し

なくてはならない．銑鋼・一貫の工場

を例として解説しよう．

　溶鑛燈を連口吹いていると，一基

にっいて3～4時聞ごとに数十トン
から百トンの溶銚を引きだすのであ

るが，これをすみやかに露理しなく

てはならない．次の斑銑が椌えてい

るし，1．400ecの溶銑をとけたまま

で年櫨や轄雌に装入して製鋼作業を

行うまえに，多くは一たんミクサー

（混銚嬢）にためてやる必要があるか

ら，この浬搬の裡路，方法と冶金的

にみた意義を考えてみよう・

　　　　　溶銑の運び方

　まず20～30トンを牧容できる鍋
に受ける．これは鐵板で作つたコf？

プ歌の容器の内面に耐火嫌瓦で裏張

りしたものである．溶銑の冷却をさ

けるためコロクス粉を表匝M’FCまいた

り，ふたをしてから蒸氣機關車で引

張つて1krn，蓮》・時は4km以上も

蓬んでからミク号一に入れる．この

ようにして十撒分から1時間ばかり
でミクサーに遠し，鍋を尺井走行ク

レーンで引き上げ，表面のスラッグ

を取1）去つてからミクナーにあける

のである．以上の操作は當然危瞼を

ともなうから，軍純な作業ではある

が愼窟な準備と十分の輕験を要する

　　冶金的にみた輸逞中の溶錐
　出銑時の戌分は，がいしてC3．8タ6
Si1．4．UJ　Mn6．0％，　B〕．4，　SO，1％位

のことが多いガ，面白いことにこれ

を運んでいると，Sが低下して30～
40．y．も脆ける．他のC，　Si，　Mn，

P等にはこれ程v・ちじるしい愛化は
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ない．この事實は古くから知られて
いてX一干研究もされてV・る・その性

質上現場データを統計的にながめる

以；トに方法がないらしいが，簡軍に

計算してもMnとSの相關係数がも
つとも大きく，Sと他戌分との棉關

はこれにくらぺて小さい．このこと

からMnが何等かの機構でSと結び
MnSの形で析出したものが溶銑巾
を浮上してλラ・Vグ化すると考えら

れている．楡途巾のスラッグは，た

かだか銑鐵1・ン窩り10k9ほどにす

ぎな）・から．この二つの液承閥の反

感はまず考える必要がなv・一・般に
スラッグのM～分・分t斤f直から，　それ等

甜互ρ結合のつよさを言卜算できる

カ㍉今の場合のように　Sio2・MnO

および鐵酸化物が主燈となつてu’る

と400～500kcal／g・moiであり．脱

硫に好條件の300以下をitるかに超

えてU・て，結局銑鐵内部の反鷹に着

目すれば十分である・

　　　　　ミクサーの役目

　溶銑は鞍蓬中に10D℃前後低下し
てしまうから，少くともその灘1如こ

は保つてためておき，適宜引きだし

て亭燈や輔燈に迭つてやらねばなら

ない，この間の調整がXムーXにす
すまな）・と熱の損失がまことに大き

い．ミクサーは敷百トン位の審劃を

もつ横型胤庸状の櫨で，燃料をたい

て保混につとめるとともに成分の均

一化をはかる．こ才しには溶鑛燧ガ．ス

とコロクス盤ガろの混合氣か重油を

日棚管川崎駕晦　におけるi鰍牽腿見取圏

（ゲラビヤ1頁壕湘）
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使つている．このミクサー内でも前

項に類似の機構でSが落ちるらしく

燈内の猷化性雰園氣や僅かばかりの

Xラッグはさしたる効果がないとい

われている．

⑦

　溶銑の輸逡中でも，ミクサー内で

も，銑鐡中のMnとSをそれぞれ
［Mnユ，〔S】とすると，［Mn〕・［Sユ＝

一定の關係が，　認詮度および　S重　最に

したがつて成りたつと報告されてい

る．これはあくまでも見掛上の事實

と思われるが，漁度が降下すると，

その恒傲が小さくなつて臆硫に好適

であるというわけである．ところが

温度が下りすぎては鋭鐵が凝固をは

じめるからこまる．　こ．捗を鍋つきと

いつているが，その損失は大きい．

ここでもつと竜大事なことiよ，成分

のそろつた　．すなわちC，Si，　Mn

等が狭い範園内に初さまつているも

のを，なるべく高温で勧出しして，

自然の冷却條件が自働的な腕硫にか

なうように計畏すればよい・このよ

　うに温度を高く，しかもほほ1毎叫一

定1こ保つて，そろつた成分の溶銚を

だすということはp理想ではあるが
むつかしい課題である．こ．tL　L・Cはわ

れわれのもつ基礎データが腺りにも

乏しく，粗難な現場作業に封する反
省とともに，ようやく緒レこつv・たば

　かりの基礎研究か育てられ才よばなら

　　　　　　　ない．今までに遮ぺ
　　　　　　　た溶銑の鞍逸は，鐵

1輪欝難灘1

　　　　　　　ろう．この黙と冶金　　巨
　　　　　　　本來の技術とがたく
　　甲　　　　　かにマヅテしてこそ

　　　　　　　銑鋼一貰作業がエネ
　　　　　　　ルギー緯濟を立澄で

　　　　　　　　きよう、


